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お申し込み連絡先 INPIT 鳥取県知財総合支援窓口

■T E L    東部窓口：０８５７-５２-５８９４
西部窓口： ０８５９-３６‐８３００

■E-mail：torimado@toriton.or.jp 

≪ 知財総合支援窓口の電話が通話中の場合は下記におかけ直しください。≫

一般社団法人鳥取県発明協会 ０８５７－５２－６７２８
公益財団法人鳥取県産業振興機構 ０８５７－５２－６７２２

★商工会議所・図書館での相談会等のご案内
※ご予約・お問い合わせは、各会場にご連絡ください。開催時間は各会場共通 13:00～16:00 です。

≪INPIT 鳥取県知財総合支援窓口≫

月 日 時 間 場 所 知 財 専 門 家

6 月 5 日 (水) 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 西部ｾﾝﾀｰ 2階 田中(俊)弁理士

6 月 6 日 (木) 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 黒住弁理士

6 月 13 日 (木) 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 中西弁理士

6 月 20 日 (木) 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 田中(秀)弁理士

6 月 27 日 (木) 13：00～16：00 鳥取県産業振興機構 上田弁護士

月　　日 会　場　(予約・問合せ先電話) 名　称 時　期

6 月   4 日 (火)

6 月 18 日 (火)
倉吉市立図書館  (TEL：0858‐47‐1183)  毎月第 1・3 火曜日（13:00～16:00）

6 月  7 日 (金)

6 月 21 日 (金)
倉吉商工会議所  (TEL：0858‐22‐2191)  毎月第 1・3 金曜日（13:00～16:00）

6 月 11 日 (火) 鳥取県立図書館  (TEL：0857‐26‐8155)  毎月第 2 火曜日（13:00～16:00）

6 月 12 日 (水) 境港商工会議所  (TEL：0859‐44‐1111)  毎月第 2 水曜日（13:00～16:00）

6 月 19 日 (水) 米子商工会議所  (TEL：0859‐22‐5131)  毎月第 3 水曜日（13:00～16:00）

6 月 25 日 (火) 米子市立図書館  (TEL：0859‐22‐2611)  毎月第 4 火曜日（13:00～16:00）

特許相談会  毎月第3火曜日（10:30～16:30）鳥取商工会議所 中小企業相談所     (TEL : 0857-32-8005)

特

許

等

無

料

相

談

会

独自開催

「知財専門家駐在日」のお知らせ

※ 上記相談の対象は中小企業、個人事業主及び創業検討中の方のみとなります。
その他の方は知財コーディネーターが対応させていただきます。

※ 日程が変更になる場合がありますので、電話及びE-mail等にてご確認ください。
ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口サイト（http://chizai-portal.inpit.go.jp/madoguchi/tottori/）では、
窓口状況の確認もできますのでご利用ください。
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知的財産戦略セミナーのご案内（再掲）

-２-

ネーミング開発の専門会社が、実際につかってい
る開発ステップや造語法をご紹介します。商品や
サービス名だけではなく、技術そのものをブランド
化することで、業界の中での優位性を高めることも
可能です。食品関係、技術名の開発事例も参考にし
ながら、ネーミング開発について具体的に学んでみ
ましょう。

◆日 時：2019年６月１８日（火） １５：００～１７：００
(受付：１４：３０～)

◆場 所：とりぎん文化会館 (２階) 第２会議室
(鳥取市尚徳町１０１－５ )

◆講 師：（株）日本ネーミング＆リサーチ
代表取締役社長 三浦 麻衣 氏

◆定 員：６０名（定員となり次第、締め切りとさせていただきます）
◆参加費：無料
◆主 催：一般社団法人鳥取県発明協会・鳥取県
◆申込期限：２０１９年６月１０日(月)
◆申し込み方法
① ちらしの参加申込書に必要事項を記入してFAX (0857-52-6674)で申し込む。
② 鳥取県発明協会HP内の 「お申込みフォーム」より申し込む。
③ E-MAIL（hatsu@toriton.or.jp) に必要事項をご記入の上、送信する。
(※後日、確認メールが届かない場合はお問い合わせください)

※携帯電話のメールをお使いの場合、パソコンから送られたメール受信を拒否している方は、拒否設定
の解除をお願いいたします。

【申し込み・連絡先】
一般社団法人鳥取県発明協会
〒689-1112 鳥取市若葉台南７丁目5-1 鳥取県産業振興機構１Ｆ

TEL:0857-52-6728 FAX:0857-52-6674
E-mail:hatsu@toriton.or.jp

知的財産権制度説明会（初心者向け）のお知らせ

✤日 時：2019年8月22日（木） 13：30-16：30

✤場 所：とりぎん文化会館2階「第２会議室」
（鳥取市尚徳町101-5）

✤講 師：特許庁産業財産権専門官等
✤費 用：無料
✤定 員：５０名
✤内 容：知的財産権制度の概要について
✤お申し込み・問い合わせ：

折込チラシでご確認ください！

参加費無料
テキスト付きです

要申込 参加費無料

事前申込制

学ぼう！発明・デザイン・
トレードマークの活かし方！



会社のヒミツを守るには（第五回）
－営業秘密管理、はじめの一歩－

INPIT（独立行政法人工業所有権情報・研修館）“営業秘密１１０番”
知的財産戦略アドバイザー 小原 荘平

■ はじめに

これまで、第一回～第二回では、「（技術情報も含まれる）営業秘密とはなにか」。第三回～第
四回（前回）では、「会社の営業秘密が不幸にも流出してしまった場合、事後措置として（平成27

年に大きな改正があった不正競争防止法で）どのような法律的な保護が受けられるか」を中心に解
説してきました。
この連載を読んで下さっているみなさんは、営業秘密について、すでに、かなり具体的なイメージが、
できているのではないでしょうか。
今回は、「重要性も含め、なんとなくわかってきたぞ、だけど自分の職場ではこれまでほとんど何も
やっていないので、どうすべきか見当がつかない」という方に、まず「何からスタートしたら良いか」を
中心にご説明します。

■ まずはここから（みなさんの職場で管理体制を作り上げるには）

これまで、営業秘密の大事なポイントを説明してきました。
｢おおよそ分かった。さっそく社内に体制を作って行くべきと思う。でも、いろいろやらなくてはならないこ
とが多そうだ。さしあたって、わが社で具体的に何から始めれば良いのだろうか？｣と、思われている
方も多いのではないでしょうか？

① 「大事な情報の抽出」 からスタートしましょう

｢何から手をつけたら良いか」が、分からないときには」、まず第一に、「自社の強みとなる情報
資産の把握」 （営業秘密として管理する情報の把握）から始めてみてください。
永年しっかりと事業を進めておられる中小企業の幹部に「あなたの会社の重要なノウハウ（虎
の子技術）は、なんですか？」と質問すると、「う～ん」と腕を組んで考え込んでしまい、長い沈
黙が続くことが良くあります。
そんなときは、既存のチェックシート１）などを利用して、まず大くくりで会社の状況を見直してみ

ることから始めると良いでしょう。

あるいは、もっとシンプルに、「秘密にすべきと思う書類、図面等」に、100円ショップで買ってき
た「㊙スタンプ」を、手当たり次第、ポンポン押すのでも構いません。

-３-

会社のヒミツを守るには（第五回）



会社のヒミツを守るには（第五回）

表1 営業秘密になりうる社内情報

みなさんが日常扱っている情報で、営業秘密になり得る企業情報を列挙したのが、表１です。
この表の項目を参照しながら、例えば他社と比較して個性が強い製品やサービス、高い売り上げに
結びつく特徴的な性質を持つものをピックアップし、その個性や特徴を生み出している理由を考えること
で、自社が把握すべき情報が見えてくるハズです。

このような｢情報資産の棚卸し｣の作業を通じて、「自社の競争力の源泉となっている価値の高い情
報はなにか」を、認識（再認識）することができます。
営業秘密管理のメリットは、それが“テコ”になって競争力がアップし、会社を大きく変えるキッカケと

なる場合があることです。また、これまで活用されていなかった情報資産を社内で共有・活用すること
の促進にも繋がることもあります。

さらに、従業員が、この作業を通じて、「自身の仕事の価値（会社への貢献度）を再認識する」こと
で、働き甲斐・会社への帰属意識が高まるケースも少なくありません。

図１ 重要度に応じた情報の管理例

-４-



会社のヒミツを守るには（第五回）

著者略歴

小原荘平 昭和５５年 日本ビクター(株) （現JVCケンウッド）入社、
（おはら そうへい） 技術開発部門、法務・知財部門に在籍

平成２６年 工業所有権情報・研修館知的財産戦略アドバイザー
～現在に至る

連絡先： 03(3581)1101（特許庁代表番号） 内線3844

-５-

② 「情報のレベル分け（区分）」を、しましょう

つぎに、情報のレベル（重要度）を見極めた管理が大事です。
抽出作業を終えたら、情報のレベルを決定しましょう。
営業秘密として管理する場合に、それぞれの情報の重要度によるレベル分け（図１の例のようなＡ，

Ｂ，Ｃランク）を行い、レベルに応じた管理が必要となります。
レベルについては、取引先に対する開示／非開示の方針を明確にし、新入社員から社長・会長

に至るまで全社員の認識が統一されていることが重要です。
他者（社）から開示の要求があった場合に判断に迷ったり、展示会などで売り込みに熱中するあま

りつい門外不出の情報を開示してしまったり、技術社員と営業マンでレベルの認識が異なる様な状
態は｢管理されている｣とは言えません。

前回（第四回）で、「他者（社）の情報も大切に」と述べました。図１のピラミッドＡ，Ｂ，Ｃランクに加えて、
他社情報に（たとえば、「Xランク」というような）フラグを付けて自社の情報と混在しない様な管理が、
実務では重要です。

よく、「『部外秘』と『社外秘』の仕分けに悩む」との相談を受けます
レベル分けは、あくまでも「みなさんの会社での管理のしやすさ」で判断してください
たとえば、「極秘（経営幹部しか見ることを許されない情報）」、「社外秘」、「他社から開示された情
報」の３つのレベルだけで運用するのでも、まったく構いません

今回は、ここまでです

なお、本稿の意見にわたる部分は、すべて筆者の個人的見解に基づくものであり、筆者が所属する
組織の見解を示すものではありません。

次号では、引き続き営業秘密管理体制の構築（まとめ）、契約その他について、ご説明いたします。

参考文献

１） 東京商工会議所 「企業の強みを活かす ～知的財産の力で会社の成長を～」 2016年2月
https://www.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=75102

（第六回） に続く

https://www.tokyo-cci.or.jp/file.jsp?id=75102


（一社）鳥取県発明協会

知財コーディネーター 岩田 克己

米川（よねがわ）雑感
〜弓ヶ浜の農業と人々を育む「母なる川」〜

-６-

我が家のすぐ近くを米川が流れています。我が家の前後４km程度の米川側道は遊歩道・

サイクリングコースとしてかなり整備されており、散策を楽しむ方々を多く見かけます。

私も毎日のように散歩をしている中で、昨年末、

側道に設置された見慣れた看板の文章が無性に

気になり始めたのです。

看板の文章を以下にそのまま引用します。

■米川の歴史■
弓ヶ浜半島には自然の川がないため、川をつくり

灌漑用水を確保することが、そこに生きる農民の切実
な願いでした。元禄１３年（１７００年）池田藩主第
二代藩主綱清は、「弓ヶ浜半島の農業開発を進めるに
は、そこに灌漑用水を引くことが最も重要である」と
の郡奉行であった米村所平広次（よねむらしょへいひろつぐ）の考え方を取り上
げ、水路の建設を命じました。広次は、農民の代表者と何回も話し合いをした結
果、日野川に堰堤を作って水を引くことにしました。それから実に約６０年の年
月を費やし、宝暦９年（１７５９年）に境水道までの約２０kmの川が完成しまし
た。人々は米村所平広次の功績をたたえ、この川の名前を「米川」と命名し、日
野川堤防に記念碑を立てました。 【米子土地改良区 平成３０年３月】

元禄１３年といえば、赤穂浪士の討ち入りの前年のことです。３００年以上も前に、

このようなことを建議し事業を進めた人物がいたことは驚きです。記念碑（米川紀功の

碑、明治２５年建立）には、「広次あってこの川あり、この川あってこの利あり」と讃

えています。

もともと弓ヶ浜は、１２００年前の出雲風土記には夜見島とあり、島であったもの

が１０００年前の平安時代に今のような陸続きになったそうです。砂州ですから砂漠の

ような半島です。鳥取砂丘と違って起伏の無い平坦な砂地で、現在でも弓ヶ浜半島は海

抜４m〜６m程度で、幅約４km、先端の境水道までほぼ２０kmです。米村所平広次の計画

は、恐らく一命を賭けての建議だったと思われます。

我が家の近くの「米川」

米川紹介の看板

米川の起点「観音寺戸上」 境港市の農地を流れる米川

鳥取県知的所有権センター担当者より



鳥取県知的所有権センター担当者より

看板を見て私が思った疑問は、
１）何故因幡に居住の鳥取藩士（実は、米村姓は、県西部には余り見かけない姓で

す）が、西部の砂地で不毛の半島に用水路を造ろうと思ったのか？
２）境水道までの２０ｋｍの農水路を造れば、日野川堰から水を取り込むことで水

が流れる、と思えたのか？ です。

この疑問に答えるための準備として、平成最後の年に３回、令和最初の年に１回、
つまり４ヶ月に計４回、米川の日野川堰の起点から境水道に注ぐ終点まで探索してみ

ました。移動手段は自転車です。農水路であるか否かの確認のポイントは、
①川幅はどの様に変化しているか？
②川の流れはどの様であるか？ 早くなったり遅くなったり或いは滞留したりして
ないか？ です。

探訪の結果は見事なもので、
①川幅は、上流では６～８ｍ、米子空港付近では３ｍ、米子空港を過ぎてからは３
本の支流となり、２～３ｍとなります。境水道へ注ぐ地点では約６ｍでした。

②川の流れは、一貫して、人が歩く速さ、でした。米川の川幅、農地への取水量は、
農水路としてかなり計算されていることを窺い知ることが出来ました。

米川は何度も改修されているとはいえ、先人の土木技術はかなり高度なものであっ
たものと思われます。現代の技術が昔よりも全て優れていると思うのは、「おこがま
しい」と思った次第です。

さて、
１）何故、因幡居住の米村所平広次が、伯耆の砂地の不毛の半島へ水路を造った動機で

す。米村広次は、壮年期に生命に関わる大病を患ったことがあり、病を治癒してく
れた伯耆の医者に、水利の無い弓ヶ浜半島の２００戸足らずの農民の苦悩・悲惨さ
を聞かされたのがきっかけのようです。土木事業は自身の所轄であり、農民と幾度
も協議を重ね、６０年の間に３期に分けて事業を進めています。なお、広次が直接
関わったのは、１期・２期でした。

２）水路を設ければ水が流れ農水路としての役割を果たすことは、前述の通り、当時の
技術では可能と判断できたようです。機械屋のエンジニアで「そこそこのレベル」
と思っている今の私ですが、当時にもし居れば、とてもそのような判断はできな
かった、、、未熟さを痛感しております。

米川が完成後１００年の間に弓ヶ浜の農家数は５倍に増え、水田・綿作・桑畑で大
いに潤い、現在の白ねぎに繋がっているのはご承知の通りです。
また、弓ヶ浜半島の中海側の新田開発にも米川は大きく寄与しています。農閑期の

米川を利用し、上流から土を流し、下流で採取し新田の土地造作に活用していたので

す。
弓ヶ浜半島に流れる唯一の母なる川「米川」を造った米村所平広次は、弓ヶ浜半島

に住む人々が忘れてはならぬ人であり、県の誇りであります。

境港市側の米川 境港市街の米川 境水道に注ぐ米川

-７-
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書籍のお知らせ ( 発明推進協会の本 2019.5 ）

一般社団法人鳥取県発明協会 ☎ 0857-52-6728  E-Mail   hatsu@toriton.or.jp

鳥取県発明協会の会員様は
発明推進協会発行の書籍が２０％ＯＦＦになります。

2011年9月16日発効のAIAに基づく特許法の改正が成立し6年が経過。発行される特許
の50%以上が、AIA改正法に基づくものだということが最近の調査で分かりました。変化の
著しい米国特許業界、特に手続き面では、「発明の主題拒絶の増加」「U.S.P.T.O.提出書
類の電子提出システムの進展」「NPEによる訴訟の減少」に特徴的な変化がありました。
第2版では、それらの変化に特化させ、また、フォームを最新のものにし説明を追加しまし
た。特許の主題 (同法101条)、新規性 (同法102条) やミーンズプラスファンクションの規
定を含む記載要件 (同法112条) に関しては、重要判決を交えながら説明しています。最
新知識の習得に最適な一冊となっており、米国特許法に携わる初学者にもわかりやすく
解説しています。

ISBN 978‐4‐8271‐1297‐9

第２版
米国特許手続ハンドブック

新井 信昭 著
A5判 200頁 定価2,160円

送料300円

バージョンアップした第２版！

-１２-

伝え方を変えれば
９割伝わる！
知財 伝え方改革の教科書

「知財の重要性を伝えたくても、うまく伝えられたのか自信がない」。特殊な知

財の世界では、そう悩む知財関係者も少なくありません。どうすれば相手に伝
わるのか。一つは、知財担当者の説明をかみ砕いたものにし、聞き手の頭に
残りやすくすることが大切です。オトナ相手の伝え方改革から始めてみません
か。本書は、3000件を超す知財コンサル経験に基づく実践的ノウハウの集積

書です。会話形式で、図も挿入し、読みやすさを最優先に書かれています。本
書で紹介されている伝え方を使って説明すれば、今まで思うように理解しても
らえなかった非知財関係者に、知的財産というものを理解してもらえるようにな
るでしょう。知財担当者の未来のために！

大坂 雅浩 著
A5判 360頁 定価3,780円

送料350円

初心者向け研修等のテキストに！

産業財産権標準テキスト
総合編 第５版

企画 経済産業省特許庁 独立行政法人
工業所有権研修・情報館

B5判 200頁 定価972円
送料300円

ISBN 978‐4‐8271‐1314-3

オトナ相手の伝え方改革から始めてみませんか！

特許や意匠、商標などを最初に学ぶため、分かりやすく記述されたも
のです。法律や知的財産権などに慣れない方にも理解を図れるような内
容になっています。本書は、「特許法」「実用新案法」「意匠法」「商
標法」「著作権法」「種苗法」「不正競争防止法」等の概要を、全ペー
ジ多色刷りで、マンガ・豊富なイラスト・図表を用いて、分かりやすく
解説している入門書です。この一冊で発明、デザイン、ブランド、ト
レードマーク、技術移転、著作権、育成者権、営業秘密等、知的財産全
般を学ぶことができます。 ISBN 978‐4‐8271‐1294-8

近年、国際的にも特許制度に関する環境も整備されつつあります。その中で
も、特許の国際的手続に関する条約である特許協力条約に対する期待も高
まっています。故に、より利用しやすいものに変わることを目的とし、たびたび
見直しが図られています。第５版を発行した2014年以降も、数次にわたり改正
されています。
第６版は、これらの規則の改正に対応するよう内容を書き改めたものです。
初版と同様に同条約を可能な限り容易に理解し、イメージできるよう図や表を
多用して解説しています。 ISBN 978‐4‐8271‐1307-5

改正に対応した第６版！

図解 特許協力条約
第６版

荒木 好文 著 堤 卓 補訂
A5判 200頁 定価2,160円

送料300円

新・審査基準！

商標審査基準

〔改訂第14版〕
特許庁 編

A5判 188頁 定価810円
送料300円

商標審査基準改訂第14版は、産業構造審議会知的財産分科会商標制度

小委員会商標審査基準ワーキンググループの検討を踏まえ、意見募集の結
果を経て、平成31年1月30日以降の審査に適用されています。改訂点は次の
通りです。①元号を表示する商標②品種登録出願中の品種の名称に対する
悪意の商標登録出願③商標法第3条第1項第3号の該当性④書換申請基準
の削除などです。新しいモノサシとなる商標審査基準をお求めください。

ISBN 978‐4‐8271‐1320-4

これから知財担当者になる方必見！

知財担当者になったら
読むべき本

大石 憲一 著
A5判 196頁 定価1,900円

送料300円

知財業務自体が知的財産を扱うという仕事の性質上、秘密裏にかつ少人数
で行われるため、業務内容が広く周知されず、また専門的で特殊であること
から余計に分かりにくいという苦手意識を持つ方も多くいます。本書は、知財
業務のノウハウを、この業界に２０年以上いる著者が事例も挙げ、分かりやす
く解説しています。これから知財担当者になる方、知財担当者になったが知
財業務の進め方がよく分からないという方には必見です。この本を読めば、
苦手意識も解けるはずです。

ISBN 978‐4‐8271‐1291-7



※詳細は公報にてご確認ください。

※公報の送付をご希望の方は、鳥取県発明協会（0857-52-6728）まで申し込んで

ください。（価格・・会員：1枚 21円、会員外：1枚 32円＋送料）

鳥取県特許関係情報 (平成３1年4月発行)
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◆特許広報目次・実用新案登録広報目次◆

出願人氏名 発明の名称 公報番号 出願番号 出願日

株式会社アグセル研究所
コラゲナーゼを利用したスフェロイド培
養方法

2019-058159 2017-200611 2017/9/26

国立大学法人鳥取大学 包帯巻き具 2019-050989 2017-176440 2017/9/14

国立大学法人鳥取大学 耳鏡 2019-063403 2017-194296 2017/10/4

寿スピリッツ株式会社 網膜保護剤 2019-065055 2019-018344 2019/2/5

地方独立行政法人鳥取県産業技術センター包帯巻き具 2019-050989 2017-176440 2017/9/14

国立大学法人鳥取大学
アンジオテンシン変換酵素阻害活性の
高い発酵乳および生理活性ペプチドの
製造方法

WO2017/222029 2018-524168 2017/6/22

株式会社ビック・ツール ドリル 特-06501374 2018-074270 2018/4/6

国立大学法人鳥取大学 ダリウス型垂直軸風車 特-06505990 2014-140796 2014/7/8

細田 稔 廃石膏紙用再生装置 特-06496610 2015-112144 2015/6/2

三洋テクノソリューションズ鳥取株式会社 加熱調理器 特-06502190 2015-124449 2015/6/22

竹下 清助 コーヒードリッパー 特-06504369 2016-111327 2016/5/17

◆商標出願状況◆

商標権者 文字商標 出願番号 指定商品又は指定役務

桑原 可菜子 だいせん、大煎、１３００年 2018- 59809 第３０類

鳥取西いなばまちづくり株式会社 ＮＩＳＨＩＩＮＡ、ＢＡＮＮＹ、西いなバニ－ 2018-140190 第３５類 第４１類 第４３類

株式会社日本マイクロシステム ＯＲＢＩＴＦＥＥＤＥＲ 2017-147470 第７類

株式会社サンセキ ＧＥＮＥ－ＯＮＥ、ジェネワン 2018- 24192 第１９類

株式会社ＫＥＮＺＥＮ 楽サポ－ル 2018- 65919 第７類

小椋 一彦 福ばい鯛焼き、福ばい屋 2018- 68451 第３０類

有限会社山本おたふく堂 ふろしきまんじゅう 2018- 76135 第３０類

株式会社ＱＵＯＮ ひとつ山 2018- 34438 第３５類 第４３類

株式会社ケイケイ ＫＥＩＫＥＩ 2018- 80207 第１０類 第２５類

有限会社ＦＵＮＡＺＡＷＡ ＳＴＥＲＩＢＯＴＴＬＥ 2018- 79112 第１０類 第２１類

鳥取県
ＤＡＩＳＥＮ、伯耆国「大山開山１３００年
祭」

2017-145333 第２９類 第３０類 第３２類 第４１類

浅中 和典 迷貴灸 2018- 49304 第５類

有限会社田中農場 やさしい、白ねぎ、酢、仕立、ピクルス 2018- 45243 第２９類

八幡物産株式会社 ＭＡＮＵＫＡＲＯＹＡＬ 2018- 65906 第３類 第３０類 第３２類 第３３類

八幡物産株式会社 ＲＯＹＡＬＭＡＮＵＫＡ 2018- 65907
第３類 第５類 第２９類 第３０類
第３２類 第３３類

株式会社ゼンヤクノー ＴＥＡＧＩＲＬＳ 2018- 65862 第２９類 第３０類 第３２類 第３５類

株式会社ゼンヤクノー ＴＥＡ、ＰＯＣＫＥＴ 2018- 65863 第２９類 第３０類 第３２類 第３５類



鳥取県発明協会会員向けサービスのご案内

●サービス名・・・・「つきいち検索サービス」(無料・希望者のみ)

●サービスの概要・・ご希望のキーワード群（最大３群）を登録していただき、前１ヶ月間に登

録・公開になった公報を特許情報プラットフォーム(J-Plat-Pat)を使用し

て検索した結果（リストのみ）を毎月1回無料で送付します。

●その他・・・・・ 本サービスは会員外は有料（3,000円/年間・ｷｰﾜｰﾄﾞ群）

公報全文の送付は有料（会員21円／枚、会員外32円／枚）

●当協会ホームページにバナー広告を掲載いたします。(希望される法人会員のみ)

～入会(会員)及びサービスの詳細は下記「お問合せ・お申し込み先」までご連絡ください～

鳥取県発明協会協賛会員募集のお知らせ

特に、次代を担う青少年の創造性豊かな人間形成を図ることを目的として行っている事業に対

しご賛同いただける方に、協賛会員という形で事業運営にご協力をお願いしています。（ただし、

協賛会員は社員総会での議決権はありません。）

≪会員特典≫

① 協会主催の青少年向け啓発イベント及び発明教室等の優先案内

② 協会が主催する青少年向け啓発イベント及び発明教室における参加費及び

材料費の減免又は免除 （この特典は、会員本人及び父母、祖父母又は子、孫に適用する）

③ 協賛会員の希望による青少年向けニュース及び会報誌の無料配布

≪年会費≫

一口 ３，０００円 （何口でもご加入いただけます）

≪申し込み方法≫

下記「お問合せ・お申し込み先」までご連絡ください。

■お問合せ・お申し込み先■

一般社団法人鳥取県発明協会
〒689-1112 鳥取市若葉台南７丁目5番1号
電話：0857-52-6728 FAX：0857-52-6674
E-mail:hatsu@toriton.or.jp

参加者募集中！！

知的財産戦略セミナー

「ネーミング開発の基本と技術のブランド化」

「知的財産権制度説明会（初心者向け）」

6/18（火）

８/２２（木）


